
編 集 後 記

藍 野学 院紀 要第25巻 が完成 しましたのでお届 けい た します。

今 巻の論文 は6編 で すが,臨 床的研 究か ら,医 学教 育,哲 学 的な死 の問題 にいた るま

でバ ラエ ティー に富 んでお り,医 療 に関わる幅広 い分 野の教育 を行 なっている本学院 の

特徴 を如 実に表 している内容である と思い ます。

最 近の医療 の分野 における最 も大 きな話題 は,京 都 大学 の山中伸弥先 生 によるiPS細

胞 の研究が ノーベル医学 ・生 理学賞 を受賞 したこ とで しょう。当然の こ となが ら,受 賞

される前 か ら医学分野の人々の間で は,iPS細 胞研 究の先進性や,そ の新 たな治療法への

可 能性の高 さは よ く知 られてお り,注 目されて いたのですが,ノ ーベル賞受賞 を契機 と

して,今 後 さらに研 究の進展 に弾みが つ くもの と思 われ ます。 人の病 を治療す る手段 と

しては,薬 物,手 術 に始 ま り,リ ハ ビリテ ーシ ョンや カ ウンセ リ ング にい たるまで数多

くあ りますが,今,新 た に再生 医療 とい う新 しい武器 が加 わろ うと しているのです。 こ

の技術 が完成 する とおそ らく人々の病気 への考 え方 も大 き く変 わることで しょう。

一 方で忘れ てな らないのは
,こ うい った科 学 の進歩 を支 えてい るの は,数 え きれ ない

ほ どた くさんの地道で地 味な研究 であ り,そ うい う研 究 を日々進 めてお られる研 究者の

方 々の努力で ある とい うこ とです。広 い裾 野が あって こそ の富士 山 なのです。本誌の論

文 を通読 し,執 筆者 の方 々の問題 に真 摯 に向 き合 う姿勢 や研 究へ の熱 い情熱 に触 れ て,

ます ますそ の想 い を強 くしました。本誌 が まことに ささやか ですが,科 学 の発展 の一翼

を担 うこ とがで きれば と願 って止み ません。

最後 に な りま したが,著 者 のみな さまをは じめ,快 く査 読 をお 引 き受 けい ただいた先

生方,そ して膨大 な事務処理 を黙々 とこな された事務局の方 々に深 く御礼 申 し上 げます。

(藍野紀要編集実施委員長:田 中俊典)
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